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図面工作科における表現カ育成を意験した
単元開発 ・ 実践と その評価

一興味・闘心を引き出す場入の工夫を湿してー

治倉史佳
D前官坤m出。，faD旭W均値dMamW ArCa tli副 知 110自由gE司鴎岨ive SkiUs

:m'知凶uctiOJUII 也at Enhance IDtereat 
Fu皿盆aIWAKURA

1 岡・の所在と寄兎の目的

A 市立 E 小学俊における 14tõ�の実習期間中、 図面工作事専の授業を参観させていただいた中で

峨じた問題意臓を次の3 点から述Aる. 1 つ 固 は 、 児童が表したいととを見つけたり、 考えたり

するとkが苦手であるkいうこkである. 2 つ 目 は 、 表したいことがある児童も、 表したいこと

を表現するための表現技法がまだ身についておらず、 どうやって表したらいいのか分からないと

いうことである。 3 つ目は‘ 児童が園酉エ作事専の時聞において、活動に対してa，まり意欲がなく、

仕方なく活動を行っている児.が半猿く らいいるということでおる.

上記の l つ 固 と2 つ目の間短�.は、 �I盆が表したいこ�を見つけたり考えたりするカや、 書を

したいことを表すカ、 つまり園商工作科における 「表現カ』がまだ身についていないと捉えるこ

kができる園 また、 S つ目の問題意自民は図面エ作科における「興味・ 関心』が低い主提えるこk

ができる。 この『表現力J � r興味・関心』はお互い関連しており、 表現カを高めることで、 興

味・関心を高めたり、 興味・関心を高めることで 表 現力を高めたりすることができるという可能

性を示している園

表現力を高める手立てとして、 竹林地(1994)は、 『児.1::.とって新鮮な経験で鷲きのある 『場』

であるかについての検討が必要である』と述べている. 竹林継が述べた 『書面』 を、 筆者は「導入J

と捉えた. それは、 児盆が表したいと感じた 曹 、 やってみたいと思ったりする、 やる気を引き出

すため』とは、 そのきっかけである、 「仕掛砂J(導入} が必要と考えたからである. 導入に焦点を

当てて先行研究を調べると、 佐藤(201ηは、『子どもたちの 『おもし ろそうHやってみたい』 と

いう 《やる気スイッチ》 が入札 主 体 的 ・ 自，量的な造形表現活動が生まれる指司ーこそ、 発想や構

想の能力を育成する指導事につながる』と考え、 子どもの買意欲と創造住を引き出す園商工作の毒事入

について研究し、 制作活動に熱中する主体的な子どもの事与を引 き出した. これは、噂入を工夫す

ることで、児童のやる気を引き出し、 ，奇想や構想の飽

カを育てることができるという可能性を示している.

本研究で除、 図画工作科における導入を工夫し、 興

味 ・ 関心を引き出し、 表現カを育成するととを目的と

する. 興味・関心を引き出す導入をすると、 意欲的に

取り組むととになり、それが表現カに結び付くであろ

う。 主た、 表現カにつながる導入をすると、 児2訟の表

現カが育成できるだろう (図 1 ). これらの仮税を、

第6学年におげる図面エ作科の2 つの単元 (実

圃暗関心 表現カ

麟 I 及び実践n) を過して検証していく. 園1 ・Fλ由工夫:ltJl輯 ・・òと.視力1�.IlIf't�由民帽�デル園
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2 目 研究の方法
本研究におけ る 導入 と は、 主 に 2 つ あ る 。 1 つ 目 は単元全体にお け る 、 第 1 時 (第 2 時) を主

と す る 導入であ り 、 2 つ 目 は各授業にお け る 導入であ る 。 単元全体にお け る 導入の工夫を主 と し

て行っ たのは、 実践 I であ る 。 各授業にお け る 、 前半の時間 を主 と する 導入を主 と して行っ た の

は、 実践 E で あ る ロ

本研究では、 絵や立体 ・ 工作を通 して育成する 、 「思考力、 判断力、 表現力等」 と 、 「技能」 を

合わせた も の を 「表現力」 と 定義す る。 造形活動ではな く 、 絵や立体 ・ 工作を 通 して思考力 、 判

断力、 表現力等や技能 を育て る こ と を 目 指 した理由 は 2 つ あ る ロ 第 1 に 、 実習校の児童の実態 と

して、 絵画分野に対して苦手意識を も っ て い る か ら であ る。 第 2 に、 造形遊びでは、 教材の幅が

広 く 、 材料の違いで作品 が大き く 変わっ て し ま う か ら で あ る 。

思考力 、 判断力、 表現力等 と 技能は作品 (制作過程、 完成作品) 等 か ら 測定す る 。 ループ リ ッ

ク の作成に あ た っ ては、 指導要領の 目 標及び内容 に そ っ て 、 各実践で育成する 「思考力 、 判断力、

表現力等」 と 「技能」 に 関連す る 、 学習指導要領の 目 標 と それを詳細 に解説 した記述を抽 出 し、

そ こ か ら評価項 目 を作成 した。

本研究の，思考力 、 判断力、 表現力等では学習指導要領の 中で と く に 、 「形や色、 材料の特徴、 構

成の美 し さ な どの 感 じ 、 用途な ど を 考 え なが ら 、 ど の よ う に主題を表すかについて考え」 の部分

が 当 て はま る と 考 えた。 技能では、 「表現方法に応 じて材料や用具を活用す る 」 と い う 部分 と 「表

したい こ と に合わせて表 し方を工夫 して表す」 と い う 部分が 当 て はま る と 考えた。 ま た 、 第 5 、

6 学年の 目 標 ( 3 ) に示 さ れてい る 主体的 と い う こ と を、 本研究では興味 ・ 関心 を も っ て活動に

取 り 組む こ と であ る と 考え、 そ の 中 で も 、 「形や色に楽 し く 豊かに関わ り 、 っ く り だす喜びを味わ

う こ と が で き る よ う にす る 」 こ と と 捉えた。 児童が活動 自 体に興味 ・ 関心を も っ て取 り 組む こ と

が で き て い る の かを感想な どの ワ ー ク シー ト の記述を 中心に測定する。

3 授業実践 1 r想像のっぽさ を広げて」
( 1 ) 実践内容
実践 I では、 6 月 に小学校 6 年生 図 画工作科単元 「想像のつば さ を広げて」 を 2 学級(全55名)

において全 5 時間行っ た。 導入の工夫の 中 で も 、 特に第 1 時に焦点 を 当 て た。 なぜな ら 、 「想像の

つ ば さ を広げて」 と い う 単元は、 そ の 名 の 通 り 、 想像をする こ と が主 と な る 。 そ の 中で、 何 も な

い真っ 白 な状態 か ら 児童が想像する のではな く 、 何か材料が あ る こ と で想像を しやす く し、 想像

を広げ、 深め る こ と が で き る と 感 じたか ら であ る。

具体的な 内容 と して、 第 1 時では、 マ ープ リ ン グ と い う 技法 を説明及び実演を通 して紹介 し、

児童に体験 さ せ る と い う こ と を主 と して行っ た。 マープ リ ン グ と い う 技法を通 してで き る 作 品 を

「オ リ ジナル画用紙」 と 名 前をつけ、 世界に 1 枚 しかない画用 紙を制作 した。 オ リ ジナル画用紙

は、 短時間で作る こ と が で き る 画用 紙 (作品) で あ り 、 児童は授業 4 5 分の 中で複数枚完成する

こ と が で き るロ オ リ ジナル画用紙 を主の材料 と し、 自 分が作っ た材料か ら発想や構想を広げ、 制

作する こ と が でき る よ う に した。 マープ リ ン グ と い う 技法は、 児童に と っ て 、 初 めて行 う 技法で

あ り 、 興味 ・ 関心を 引 き 出す工夫を した。

( 2  ) 結果 ・ 考察

実践 I では、 思考力 、 判断力、 表現力等 の評価規準を、 生まれ変わっ た ら な り たい生 き 物 と 住
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みたい所を組み合わせて 考 え 、 表 し方 を 工夫 し よ う と して い る と した。 特 に 、 表 し たい も の やこ

と を 強調で き る よ う に 、 オ リ ジナノレ画用 紙を活か し て 、 色や形の組み合わせ方な ど を 工夫 し よ う

と し て い る と した。 そ し て そ の結果、 基準 A íオ リ ジナノレ画用紙を活用 し 、 表 し た い こ と を 見つ

け 、 特に表 し た い も のが 強調でき る よ う 、 色や形の組み合わせ方な ど を 工夫 して表そ う と して い

る 」 は 1 1 人 ( 2 3 %) 、 基準 B rオ リ ジナル画用 紙を使っ て表 した い こ と を見つけ、 色や形 を 工

夫 し て表そ う と し て い る 」 は 3 0 人 ( 6 1 %) 、 基準 C íオ リ ジナル画用紙を使っ て表そ う と して

い る 」 は 8 人 ( 1 6 %) で 、 2 学級合わせて 4 9 人 (欠席 6 名 ) 中 4 1 人の約 8 4 % が B 以上であっ

た。 ー一一一一一ー守曹司

例 え ば図 2 の作品例では、 児童 が オ リ ジナル画用紙を活

用 し 、 気に入っ た色や形を見つけ、 そ こ か ら 表 したい生き

物を考え た り 、 制 作 し た り す る こ と が で き て い る 様子が う

かが え る 。 ま た 、 少 し淡い色のオ リ ジナル画用紙の 回 り に

は、 黒や青な どの色な どの濃い色の ク レ ヨ ンやコ ンテ を使

っ て 塗る こ と で 、 表 し たい生き 物を 強調する こ と が で き て

い る 。 こ れ ら は 、 導入の 時間 に 、 オ リ ジナル画用紙に描か 図 2 作品例

れた色や偶然描かれた形か ら 発想 し た り 制作 し た り する こ と を 、 例を示 して紹介 し た こ と で、 児

童が発想や制作をする 上での支援につな が っ た か ら だ と 考 え ら れ る 。

ま た技能の評価規準 を、 生 ま れ変わっ た ら な り たい生き 物 と 住みたい所を表すた め に 、 オ リ ジ

ナノレ画用紙以外の材料や用 具 (折 り 紙や色画用紙、 絵の具、 コ ンテ等) を選ぴ、 それ ら の材料や

用 具の効果を活か し て 、 活用する こ と が で き る と した。 そ し て その結果、 基準 A r オ リ ジナル画

用紙以外の材料や用 具を選び、 それ ら の効果を 考 え 、 組み合わせて活用 でき る 」 は 6 人 ( 1 

2 %) 、 基準 B rオ リ ジナル画用紙以外の材料や用 具を選び、 そ れ ら を組み合わせて活用 で き

る 」 は 3 4 人 ( 7 0 %) 、 基準 c rオ リ ジナル画用紙以外の材料や用 具 を選び、 活用 で き る j は 9

人 ( 1 8 %) で 、 2 学級合わせて 4 9 人 (欠席 6 名 ) 中 4 0 人の約 8 2 % が B 以上であ っ た。

例 え ば図 3 の作品例では、 児童が コ ンテ を使 っ て 、 濃淡をつ ー

け な が ら 色 を つけてお り 、 オ り ジナル画用紙以外の材料や用具

を 、 効果を考 え な が ら 活用 で き て い る 様子が う かが え る 。 これ

は、 コ ンテ の使い方 を導入の 時間 に示 し、 新たな材料 と して紹

介する こ と で児童が使っ て み た い と い う 思い に な っ た か ら だ

と 考 え ら れ る 。

最後に興味 ・ 関心 の評価規準 を、 オ リ ジナノレ画用紙作 り を 通

し て 、 色や形について捉え、 面 白 さ を感 じ た り 、 新たな発見を した り し よ 図 3 作品例

う と し て い る と 捉 え 、 ルー プ リ ッ ク を 作成 し 、 第 1 時の ワ ー ク シー ト の記述か ら 興味 ・ 関心を測

定 し た。 そ し てそ の結果、 基準 A rオ リ ジナル画用紙作 り を通 し て 、 色及び形 (混ぜ方) につい て

捉 え 、 それ ら か ら 面 白 さ を感 じた り 、 新たな発見 を した り する 具体的な記述が あ る 」 は 1 3 人 ( 2

5 %) 、 基準 B rオ リ ジナル画用紙作 り を 通 して 、 色 も し く は形 (混ぜ方) について捉え 、 そ れ ら

か ら 面 白 さ を感 じ た り 、 新たな発見 を した り す る 記述が あ る 」 は 3 8 人 ( 7 2 %) 、 基準 c rオ リ

ジナル画用紙作 り を通 し て 、 色 も し く は形 (混ぜ方) について捉 え て い る 記述がないJ は 2 人 ( 3 %) 
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で、 2 学級合わせて 5 3 人 (欠席 2 名 ) 中 5 1 人の約 9 6 %が B 以上であ っ た。 なお、 基準 C の 2

人は無記入で あ っ た。

記述例 と して、 「他の色の上に絵の具を重ねる と 花の よ う に な っ た り 、 筆 を つ け て広が っ た色

の形の 円 に な っ ていた」 や、 「少 し 薄 く な っ た り 、 濃 く な っ た り し た け ど、 い ろ い ろ な 形 ・ 色に

な っ た か ら 、 と て も き れい に な っ てすごい と 思っ た。 家 で も やっ てみたいです。 」 な どが あ り 、

多 く の児童が初めて体験す る マープ リ ン グ を 通 し て 、 色や形に着 目 して い る こ と や、 活動に 対 し

て興味 ・ 関心を も っ て い る こ と が分かる。 多 く の児童はマープ リ ン グ と い う 技法 自 体が初めてで

あ り 、 それが児童の興味 ・ 関心 を 高 め た と い え る 。

し か し 、 思考力 、 判断力、 表現力等では A が 1 1 人、 技能では A が 6 人 しかいなかった。 こ れ

は、 表 した い こ と を強調す る た め に表現の仕方を工夫 した り 、 材料や用具の効果を知 っ て 、 そ の

効果を活か しなが ら活用 した り す る こ と が難 しか っ た た め と 考 え ら れ る 。 こ れ ら の児童は、 第 4

時に第 2 - 4 時ま での制作を振 り 返る 時間 を授業の最後に設け、 オ リ ジナル画用紙を使っ て作品

を 作 っ た こ と についての感想を書かせた と こ ろ 、 「意外 と 難 し く て オ リ ジナル画用紙を作 る と き

は楽 しかっ た け ど作品 を作る の は難 しかった」 や、 「羽 を作る の に どの色をつけて作ればいいか

難 しか っ た 」 な ど と 述べていた。

以上の こ と を活か し、 実践 E では、 表 したい こ と を強調す る た め には、 ど う した らいいのか、

ど の よ う な表現方法を用 いればいいの か を 、 導入の際に児童が考 え ら れ る よ う にする必要が あ る

と 感 じた。 ま た 、 材料や用 具の効果を説明 した り 、 効呆的な使い方について一部紹介 した り する

こ と が必要であ る と 感 じ た。 加 え て 、 実践 I では児童がオ リ ジナル画用紙の使い方に見通 し を も

てず、 「 こ れ ど う やっ て こ れ か ら使 う の ? J と 聞い て き た児童が多数いた こ と か ら 、 実践 E で

は、 下描き の時間の始め と 彩色の時間の始めの、 各活動の始めの時間帯の導入に重 き を お き 、 児

童が見通 し を も つ こ と で更 に興味 ・ 関心 を も っ て取 り 組む こ と が でき る よ う に し よ う と 考 えた。

4 授業実践 II r物語か ら広がる世界」
( 1 ) 実践内容
実践 E では、 9 月 か ら 1 1 月 に小学校 6 年生図画工作科単元 「物語か ら 広 が る 世界」 を 2 学級

(全55名)において全 9 時間、 表現分野及び鑑賞分野を行っ た。 導入の工夫の 中 で も 、 特に下描き

の始めの時間 (第 2 時) と 彩色の始めの時間 (第 5 時) に焦点 を 当 てた。 各活動 の始め の時間帯

に導入の工夫を設け る こ と で、 下描き の 際 に は構図の学びを活か した り 、 彩色の際に は寒色や暖

色の学びを活か した り す る こ と が で き る 。 ま た 、 各活動の始めに学ぶ こ と で、 構図や色の学んだ

こ と をすぐに児童は 自 分の作品 に活かす こ と がで き 、 更に表現力 が育成で き る と 考 えた。

具体的な 内容 と して、 第 2 時では、 下描 き の際に、 全体及び正面 (前) 、 横、 後 ろ の角 度 を 変 え

て撮っ た写真を見て、 それぞれが 与 え る 印象を児童が全員で考 え た。 同 じ人で同 じ ポーズで も 角

度や位置を変 え る こ と で、 伝わる 印象が違 う と い う こ と に気づ く よ う に した。 伝 わ る 印象の違い

を考え、 児童 自 身の作品 に活かす こ と が で き る よ う に した。 第 5 時では、 彩色の際に、 下絵は 同

じ熊であ る が 、 寒色系 と 暖色系に色をわ け で塗っ た 2 枚の絵の例 を示 し、 それぞれが 与 え る 印象

を児童が全員 で考えたロ 同 じ下絵で も 色 を変 え る こ と で、 伝 わ る 印象が違 う と い う こ と に気 づ く

よ う に した。 伝わる 印象の違い を考え、 児童 自 身の作品 に活かす こ と がで き る よ う に した。
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( 2 ) 結果 ・ 考察

実践 E で は、 思考力 、 判断力 、 表現力等 の評価規準を 、 表 し た い思いや事柄を 考 え 、 それ ら を

表すた めの構図 を発想 し よ う と し て い る と した。 特に 正面や後 ろ 、 横、 全体な ど伝わ り 方 を考え、

表 し た い こ と に あ っ た構図 を、 意図 を も っ て 選び、 表そ う と し て い る と した。 そ し てそ の結果、

基準 A r正面や後 ろ 、 横、 全体な どの構図の違い に よ る 伝 わ り 方の違い を 考 え 、 表 した い思いや

事柄に あ っ た構図 を、 意 図 を も っ て選び、 表そ う と し て い る 」 は 2 1 人 ( 3 9 % ) 、 基準 B r表 し

たい思いや事柄 に あ っ た構図 を選び、 表そ う と し て い る 」 は 2 6 人 ( 4 8 %) 、 基準 c r表 し た い

思いや事柄 に あ っ た構図について は考え ず、 表そ う と し て い る 」 は 7 人 ( 1 3 % ) で、 2 学級合

わせて 5 4 人 (欠席 1 名 ) 中 4 7 人の約 8 7 % が B 以上であっ た。

例 え ば図 4 の作品例では、 児童が第 2 時の導入での構図の

学びを活 か し 、 顔の表情や体の動 き が 強調 さ れ る 構図 を選ん

でい る こ と が う かが え る 。 児童の第 4 時の構図 の 工夫の記述

か ら も 、 「全体ア ッ プの構 図 に し ま した。 工夫 した所は、 ラ イ

オンの体を大き く し た り 、 顔を怖 く した方がみんな驚 く だ ろ

う か ら 体を大き く し た り 、 顔 を怖 く しま した。 」 と 書かれて い

て 、 顔 と 体を大き く して強調 し た こ と が わ か る 。 こ れ ら は、

下描き の導入の時間帯で あ る 第 2 時に 、 全体 2 つ及び正面 (前) 、 横、 後

ろの 5 枚の写真を提示 し 、 同 じポーズで も 角 度や位置 を変 え る こ と で、 伝わる 印象が違 う と い う

こ と に児童が気づ き 、 構図 を工夫 し よ う と 考 え 、 制作をする 上での支援につ な が っ たか ら だ と 考

え ら れ る 。

ま た技能の評価規準 を 、 表 した い思いや事柄を表すた め に 、 寒色や暖色な ど色の与 え る 影響に

ついて考え、 色の効果を活 か し て 、 彩色する こ と が で き る と した。 そ し て その結果、 基準 A r表

した い思いや事柄を表すた め に色 を選び、 寒色や暖色な どの色の効果を 考 え 、 彩色する こ と が で

き る 」 は 1 1 人 ( 2 0 % ) 、 基準 B r表 し たい思いや事柄を表すため に色を選ぴ、 彩色する こ と

が で き る 」 は 3 9 人 ( 7 2 % ) 、 基準 c r表 し たい思いや事柄を表すた め に色を選ぶ と と は で き

て い な い が 、 彩色す る こ と は でき る 」 は 4 人 ( 8 %) で、 2 学級合わせて 5 4 人 (欠席 1 名 ) 中 4

6 人の約 9 2 % が B 以 上であ っ た。

例 え ば図 5 の作品例では、 児童が第 5 時の導入での色につ

いて の学びを活か し 、 伝 え た い こ と を伝え る た め の 色を選ん

で い る こ と が う かが え る 。 寂 し さ を表すた め に は、 ど の よ う な

色がいいのか考 え 、 彩色 し た こ と が わ か る 。 これ ら は 、 彩色の

導入の時間帯であ る 第 5 時に 、 下絵は同 じ で あ る が 、 寒色系 と

暖色系 に 色 を わ けで塗っ た 2 枚の絵の例 を提示 し 、 同 じ 下絵

で も 色 を 変 え る こ と で、 伝 わ る 印象が違 う と い う こ と に 児童 図 5 作品例

が気づ き 、 色 を 工夫 し よ う と 考 え 、 制作をする 上での支援につなが っ た か ら だ と 考 え ら れ る 。

最後に興味 ・ 関心の評価規準 を、 本単元 の学習 内容 (構図や彩色な ど) を踏ま え 、 それを活か

した り 、 発展 的に試 してみ た り し よ う と し て い る と 捉え 、 ループ リ ッ ク を 作成 し 、 第 9 時の ワ ー

ク シー ト の記述か ら 興味 ・ 関心を 測定 した。 そ し て そ の結果、 基準 A r本単元で学習 し た構図や
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彩色の技法を活かそ う と した り 、 試 してみた り し よ う と して い る こ と についての具体的な記述が

あ る 」 は 1 0 人 ( 2 1 %) 、 基準 B r本単元で学習 した構図や彩色の技法を活かそ う と した り 、 試

してみた り し よ う と し て い る 記述が あ る 」 は 3 0 人 ( 6 1 %) 、 基準 c r本単元で学習 した構図や

彩色の技法を活かそ う と した り 、 試 し てみた り し よ う と している 具体的な記述がない」 は 9 人 ( 1 

8 %) で、 2 学級合わせて 4 9 人 (欠席 6 名 ) 中 4 0 人の約 8 2 %が B 以上であ っ た。 なお、 基準 C

の う ち 2 人は無記入であ っ た。

記述例 と して、 「私は構図 を も っ と 伝 え た い こ と が よ く わかっ て 、 迫力が 出 る よ う に考え て か ら

絵を描き たいロ 暖色 を使 う と 明 る く な る か ら 、 次か ら は も っ と 暖色 を使っ て描き たい。 」 や、 「暖

色 と 寒色のバ ラ ンス を考えてやっ てみたい。 動物の表情や感情 に よ っ て色 を か え た い。 」 な どが あ

り 、 多 く の児童が実践 E の学びを、 次に絵を描 く と き に活 か し た い と 考え てい る こ と が分かる。

上記の結果は、 基準 C の児童 も 「今の絵は絵の具がはみ出 して しま っ た け ど、 次ははみ出 な い よ

う に き れい に か く 」 と 書いていて、 前 向 き な記述を してお り 、 実践 E での構図や色の学びが、 興

味 ・ 関心を 引 き 出す こ と に効果が あ っ た と 考 え ら れ る 。

こ こ ま で の結果及び考察でみて き た よ う に、 実践 E の結果、 各活動の始め の時間帯に導入の工

夫 を設け る こ と で、 興味 ・ 関心を持 ち な が ら活動に 取 り 組み、 下描き の際には構図の学びを活か

した り 、 彩色の際に は寒色や暖色の学びを 自 分の作品にす ぐに活か した り する こ と がで き 、 表現

力 が育成で き た と 考え ら れ る ロ 下描き の際には、 全体及び正面 (前) 、 横、 後 ろ の角度を変 えて撮

っ た写真を見て、 それぞれが 与 え る 印象を考 え る こ と で、 同 じ人で同 じポーズで も 角 度や位置を

変 え る こ と で、 伝わる 印象が違 う と い う こ と に気づ き 、 児童 自 身の作品 に活かす こ と がで き て い

たロ 閉 じ よ う に 、 彩色の際には、 下絵は 同 じ熊 で あ る が 、 寒色系 と 暖色系に色をわ け で塗っ た 2

枚の絵の例 を示 し、 それぞれが 与 え る 印象を考 え る こ と で、 同 じ下絵で も 色 を変 え る こ と で、 伝

わ る 印象が違 う と い う こ と に気づき 、 児童 自 身の作品 に活かす こ と が で き て い て 、 表現力 の育成

に効果が あ っ た と 考え ら れ る 。 実践 I と 比べて、 実践 E では、 思考力 、 判断力、 表現力等では基

準 A が 1 0 人増加、 技能では基準 A が 5 人増加 してお り 、 表現力 は実践 I に比べて更 に 向 上 し て

い る と 考 え られ る 。 ま た、 基準 C について も 思考力、 判断力、 表現力等及び技能 どち ら も減少 し

てお り 、 指導効果が あ っ た と い え る 。

興味 ・ 関心を 引 き 出す こ と に対 しては、 実践 I の際には基準 A が 1 3 人 ( 2 5 %) で あ っ た の

に 対 し 、 実践 E では基準 A が 1 0 人 ( 2 1 %) に減少 していた。 基準 C も 2 人 ( 3 %) か ら 9 人

( 1  8 %) に増加 して しま っ た。 これは構図や寒色、 暖色な どの色の学びについて、 次に活かす

こ と を考 え る と い う こ と が少 し難 しか っ た か ら だ と 考 え ら れ る 。 基準 C の児童 も 前 向 き な記述を

していたが、 具体的に構図や色の学びの活か し方を考え る こ と ま で は で き な か っ た た めだ ろ う 。

実践 I では、 興味 ・ 関心は高ま っ た も の の 、 十分に表現力 に結び付 け る の が難 しかっ た り 、 実

践 E では、 表現力 は高ま っ た も の の、 興味 ・ 関心について少 し課題が残 っ た り した こ と か ら 、 表

現力 を育成す る こ と と 興味 ・ 関心を引 き 出す こ と のバ ラ ンス を と り 、 両者が向上する よ う に導入

の工夫を行っ てい く こ と が 、 次の実践の課題 で あ る 。
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